
ʢ1ʣ 私    学    時    報 第1256号令和元年12月31日ʢۮ਺月຤日ൃߦʣ
ত࿨��೥�݄��೔
第三種郵便物認可

化
等
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ほ
か
に
「
๷
災
・
減
災
、
国
౔
強

ਟ
化
関
係
予
算
」
で
も
四
十
三
ԯ

円
が
੝
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
案
で
も
五
十
ԯ

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

③
の
私
立
学
校
施
設
等
の
整
備

推
進
予
算
百
ԯ
円
の
内
、
࢒
る
五

十
三
ԯ
円
は
教
育
・
研
究
૷
置
等

の
整
備
の
た
め
の
予
算
で
、
こ
の

中
に
は
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
設
備
整
備
費
が
੝
り
込
ま
れ

て
い
る
。
次
期
学
習
ࢦ
導
要
ྖ
の

全
面
実
施
（
中
学
校
が
令
和
三
年

度
、
高
校
が
令
和
四
年
度
）
を
߇

え
、
私
立
高
校
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
を
支
援
す
る
の
が
目
的
だ

が
、
予
算
額
は
前
年
度
比
十
三
ԯ

六
千
万
円
減
の
十
ԯ
円
。た
だ
し
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
に
お
い

て
三
十
八
ԯ
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
私
学
教
育
研
究

所
へ
の
補
助
金
は
前
年
度
比
十
七

万
円
増
の
二
千
十
八
万
九
千
円
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
༮
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化（
千
八
百
七
十
八
ԯ
円
）、
高

等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
（
四

千
八
百
八
十
二
ԯ
円
）予
算
が
内

閣
府
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

୯
価
は
三
十
万
円
。

　

③
私
立
学
校
施
設
・
設
備
の
整

備
の
推
進
に
関
し
て
は
、
前
年
度

比
九
ԯ
円
減
の
百
ԯ
円
を
計
上
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
十
七
ԯ
円

が
私
立
大
学
等
も
含
め
た
校
舎
等

の
耐
震
化
等
促
進
の
た
め
の
予

算
。
内
訳
は
、
耐
震
改
ங
（
建
ସ

え
）
事
業
が
十
三
ԯ
円
、
耐
震
補

強
事
業
が
二
十
八
ԯ
円
、
非
構
造

部
材
の
མ
下
๷
ࢭ
対
策
等
そ
の
他

耐
震
対
策
事
業
が
六
ԯ
円
。
耐
震

を
行
う
場
合
、
国
が
そ
の
助
成
額

一
部
を
補
助
す
る
も
の
。
支
援
す

る
取
り
組
み
に
は
、
次
期
学
習
ࢦ

導
要
ྖ
実
施
に
向
け
た
教
員
研
修

な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
今
回
か
ら

「
安
全
確
保
の
推
進
」
が
設
け
ら

れ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
お
け
る
警

備
員
等
の
配
置
、
ొ
下
校
時
に
お

け
る
交
通
安
全
ࢦ
導
員
等
の
人
員

配
置
も
補
助
の
対
象
と
な
っ
た
。

「
安
全
確
保
の
推
進
」
の
予
算
ن

模
は
三
ԯ
円
で
、
一
校
当
た
り
の

価
は
前
年
度
比
一
・
一
％
増
額
。

　

特
別
補
助
百
三
十
三
ԯ
円
の
う

ち
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
は

前
年
度
と
同
額
の
二
十
一
ԯ
円
。

同
経
費
は
、
都
道
府
県
が
教
育
の

質
向
上
に
取
り
組
Ή
学
校
に
助
成

　

政
府
は
十
二
月
二
十
日
、
令
和

二
年
度
੫
制
改
正
の
大
ߝ
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
私

学
団
体
、
文
部
科
学
省
が
内
閣

府
、
法
務
省
、
ް
生
労
働
省
と
共

同
で
要
望
し
て
い
た
「
個
人
が
学

校
法
人
等
に
対
し
て
寄
附
を
行
っ

た
場
合
に
お
け
る
੫
額
߇
除
の
߇

除
率
の
引
き
上
げ
（
四
〇
％
か
ら

四
五
％
に
）」
の
実
現
は
࢒
念
な

が
ら
見
送
ら
れ
た
。
同
措
置
は
寄

附
文
化
の
ৢ
成
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
私
立
高
校
等
就
学
支
援

金
に
関
す
る
要
望
は
認
め
ら
れ

た
。
同
支
援
金
は
、
既
に
非
課
੫

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
令

和
二
年
四
月
か
ら
は
年
収
五
百
九

十
万
円
未
満
世
帯
を
対
象
に
支
援

金
額
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
支
援

金
の
増
額
部
分
に
も
非
課
੫
措
置

を
講
じ
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
、

今
回
、
措
置
が
認
め
ら
れ
た
。

支
援
が
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
に
Ҡ
行
し
、
私
学
助
成
予
算

か
ら
関
連
経
費
が
ണ
མ
し
た
た

め
。
令
和
二
年
度
の
私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
は
総
額
二
千
九
百
七

十
七
ԯ
円
。

　

ま
た
、
各
都
道
府
県
に
対
す
る

補
助
で
あ
る
②
私
立
高
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
は
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
Ҡ
行
分
を
含
め

て
前
年
度
比
七
ԯ
円
増
の
千
二
十

九
ԯ
円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
一

般
補
助
が
八
百
六
十
六
ԯ
円
（
前

年
度
比
五
ԯ
円
増
）、
特
別
補
助

が
百
三
十
三
ԯ
円
（
前
年
度
と
同

額
）、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
三
十
ԯ
円
（
前
年
度
比
二
ԯ
円

増
）
で
、
生
徒
等
一
人
当
た
り
୯

　

政
府
は
十
二
月
二
十
日
、
令
和

二
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
う
ち
文
部
科
学
省
の
一
般

会
計
予
算
は
前
年
度
と
ほ
΅
同
ن

模
（
〇
・
〇
〇
三
％
減
）
の
五
ஹ

三
千
六
十
ԯ
二
千
四
百
万
円
。
そ

の
中
で
私
学
助
成
関
係
予
算
（
①

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
、
②
私

立
高
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
、
③
私
立
学
校
施
設
・
設
備
の

整
備
推
進
）
の
総
額
は
四
千
百
六

ԯ
円
で
、
前
年
度
比
百
八
十
四
ԯ

円
の
減
額
。

　

今
回
の
大
෯
な
減
額
は
、
主
に

①
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
の
前

年
度
比
百
八
十
二
ԯ
円
の
減
額
に

よ
る
も
の
。
特
別
補
助
に
含
ま
れ

て
い
た
大
学
生
へ
の
授
業
料
減
免

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
私

立
学
校
に
も
適
用
す
る
か
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
リ
ー

ス
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
等
の
整
備
に
つ
い

て
は
財
務
省
と
の
調
整
ஈ
階
だ

が
、
補
助
は
୯
年
度
（
令
和
二
年

度
）
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

私
学
関
係
事
業
の
二
つ
目
は
、

私
大
等
を
含
め
た
学
校
施
設
等
の

整
備
で
、
予
算
額
は
五
十
ԯ
円
。

内
訳
は
耐
震
化
事
業
が
四
十
四
ԯ

円（
耐
震
改
ங
事
業
二
十
二
ԯ
円
・

耐
震
補
強
事
業
十
六
ԯ
円
・
そ
の

他
耐
震
対
策
事
業
六
ԯ
円
）、
私

大
等
の
૷
置
・
設
備
の
整
備
事
業

が
五
ԯ
円
、
校
舎
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
事
業
が
一
ԯ
円
。

　

三
つ
目
は
、
被
災
し
た
施
設
等

の
災
害
෮
چ
事
業
で
、
台
෩
十
九

߸
等
の
大
ن
模
災
害
で
被
災
し
た

学
校
施
設
等
の
෮
چ
を
ਝ
଎
に
進

め
る
。
私
立
学
校
分
に
は
四
十
八

ԯ
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

四
つ
目
は
、
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
の
教
育
機
会
確
保
事
業
で
、

通
学
ࠔ
೉
と
な
っ
た
小
・
中
学
生

に
対
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
通

学
支
援
や
被
災
学
生
へ
の
授
業
料

減
免
等
を
実
施
す
る
。
私
立
学
校

向
け
予
算
は
四
ԯ
円
。

対
象
が
専
߈
科
生
徒
に
も
拡
充
さ

れ
た
。

　

私
立
小
中
学
校
等
に
通
う
児
童

生
徒
へ
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る

実
ূ
事
業
（
二
〇
一
七
年
度
～
二

〇
二
一
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
と
同
額
の
予
算
で
九
ԯ
九
千

五
百
万
円
。
制
度
内
容
に
変
更
は

な
い
。

五
千
円
で
、
九
万
円
以
上
の
୺
຤

で
も
か
ま
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
補
助
金
を
活
用
し
て
ߪ
入

し
た
୺
຤
は
学
校
法
人
の
所
有
と

な
る
。一
方
、公
立
学
校
の
୺
຤
に

関
し
て
は
、
国
が
提
示
す
る
ඪ
準

࢓
様
書
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
୯

位
を
基
本
と
し
た
広
域
・
大
ن
模

調
達
計
画
が
立
て
ら
れ
る
予
定
。

　

な
お
、
措
置
の
要
件
と
し
て
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
計
画
」
や
そ
の
計

画
の
達
成
状
況
を
౿
ま
え
た
教
員

ス
キ
ル
向
上
な
ど
の
「
フ
Ỽ
ロ
ー

ア
ッ
プ
計
画
」
な
ど
が
定
め
ら
れ

校
、
高
校
等
で
校
内
̡
Ａ
̣
を
整

備
す
る
ほ
か
、
②
小
・
中
、
特
別

支
援
学
校
等
に
電
源
キ
ャ
Ϗ
ネ
ッ

ト
の
整
備
、
③
小
・
中
、
特
別
支

援
学
校
等
の
児
童
生
徒
に
一
人
一

台
の
୺
຤
（
Ｐ
Ｃ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
）

整
備
を
行
う
と
し
て
い
る
。
初
年

度
は
小
学
校
五
年
生
と
六
年
生
、

中
学
一
年
生
が
対
象
で
、
私
立
学

校
に
つ
い
て
は
八
万
五
千
人（
台
）

分
を
積
算
し
て
い
る
。
私
立
学
校

の
୺
຤
に
関
し
て
は
、
࢓
様
等
の

決
ま
り
は
な
く
補
助
割
合
は
二
分

の
一
、
補
助
金
の
上
限
額
は
四
万

　

政
府
は
十
二
月
十
三
日
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
文
部
科
学
省
関
連
予
算
額

は
五
千
三
百
六
十
七
ԯ
円
。
こ
の

中
に
は
私
学
関
係
事
業
が
四
つ
੝

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、「
̜
Ｉ
̜
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
」
で
国
公
私
立
学

校
全
体
の
予
算
額
（
初
年
度
）
は

二
千
三
百
十
八
ԯ
円
。
そ
の
う
ち

私
立
学
校
分
は
百
十
九
ԯ
円
。
同

事
業
は
令
和
五
年
度
ま
で
の
五
か

年
計
画
で
、
①
ر
望
す
る
全
て
の

小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学

௿
所
ಘ
世
帯
の
高
校
生
を
対
象
に

授
業
料
以
外
の
教
育
費
を
補
助
す

る
も
の
。
来
年
度
予
算
か
ら
は
、

全
日
制
課
程
に
通
う
非
課
੫
世
帯

の
第
一
子
へ
の
給
付
額
が
増
額
さ

れ
、私
立
学
校
に
在
੶
す
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
よ
り
五
千
円
増
額
の
年

額
十
万
三
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
支
援

百
万
円
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
校
生
等
঑
学
給

付
金
で
は
百
三
十
六
ԯ
一
千
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。
同
給
付
金
は
、

の
生
徒
を
対
象
に
、
就
学
支
援
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
対
象
と
な
る

専
߈
科
は
、
大
学
へ
の
ฤ
入
学
基

準
を
満
た
す
課
程
ま
た
は
国
家
資

格
者
養
成
課
程
を
有
す
る
専
߈
科

で
、
特
別
支
援
学
校
の
場
合
は
、

障
害
者
の
就
労
支
援
に
資
す
る
教

育
課
程
を
含
Ή
。
新
制
度
で
は
、

都
道
府
県
が
支
援
事
業
を
行
う
場

合
、
国
が
都
道
府
県
の
所
要
額
の

う
ち
授
業
料
は
二
分
の
一
、
授
業

料
以
外
の
教
育
費
は
三
分
の
一
を

補
助
す
る
と
し
て
い
る
。

　

補
助
額
（
国
ʴ
都
道
府
県
）
は

年
収
二
百
七
十
万
円
未
満
（
住
民

੫
非
課
੫
）
世
帯
で
私
立
学
校
に

通
う
場
合
、
授
業
料
に
四
十
二
万

七
千
二
百
円
、
授
業
料
以
外
に
は

三
万
八
千
百
円
の
合
計
四
十
六
万

五
千
三
百
円
。
年
収
二
百
七
十
万

円
か
ら
三
百
八
十
万
円
世
帯
で
私

立
学
校
に
通
う
場
合
に
は
、
授
業

料
に
二
十
一
万
三
千
六
百
円
が
補

助
さ
れ
、
授
業
料
以
外
は
補
助
さ

れ
な
い
。
予
算
額
は
二
ԯ
四
千
五

　

文
部
科
学
省
の
令
和
二
年
度
予

算
案
で
は
、
私
立
高
校
授
業
料
の

実
質
無
償
化
を
実
現
す
る
た
め
私

立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
に

四
千
二
百
四
十
七
ԯ
九
千
五
百
万

円
が
計
上
さ
れ
た
。
前
年
度
比
五

百
三
十
九
ԯ
円
の
増
額
で
、
年
収

五
百
九
十
万
円
未
満
世
帯
を
対
象

に
、
支
給
上
限
額
を
私
立
高
校

の
平
均
授
業
料
を
勘
案
し
た
水

準
（
三
十
九
万
六
千
円
）
ま
で
引

き
上
げ
る
。
年
収
五
百
九
十
万
円

か
ら
九
百
十
万
円
ま
で
の
世
帯
は

こ
れ
ま
で
通
り
年
額
十
一
万
八
千

八
百
円
が
支
給
さ
れ
る
が
、
地
方

自
治
体
に
よ
っ
て
は
支
給
上
限
額

の
さ
ら
な
る
上
積
み
や
支
援
世
帯

の
拡
充
と
い
っ
た
動
き
も
見
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
世
帯
所
ಘ
の
൑
定

に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
七
月
以

߱
、
課
੫
所
ಘ
を
も
と
に
各
छ
੫

額
߇
除
の
Ө
ڹ
を
受
け
な
い
基
準

に
よ
り
൑
定
す
る
。

　

ま
た
、
高
校
及
び
特
別
支
援
学

校
の
専
߈
科
に
通
う
௿
所
ಘ
世
帯

ྩ࿨̎೥౓༧ࢉ

私
ཱ
高
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の
त
ۀ
ྉ
を
࣮
࣭
ແ
ঈ
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ઐ
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Ͳ
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Ϋ
ー
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八
日
（
水
）
の
い
ず
れ
か
で
確
定

次
第
、
都
道
府
県
私
学
協
会
へ
連

བྷ
す
る
」
と
説
明
。
続
く
部
会
・

委
員
会
報
告
で
は
、
私
学
Ϙ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
の
災
害
見
෣
金
に
対

し
て
「
令
和
元
年
台
෩
十
五
߸
」

に
よ
る
被
災
校
三
校
ࡢ、
年
の「
平

成
三
十
年
台
෩
二
十
一
߸
」
に
よ

る
被
災
校
一
校
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
と
報
告
し
、
৹
議
の
結
果
、
見

෣
金
の
ଃ
ఄ
が
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
中
川
所
長
が
委
託
研
究
員
の

募
集
等
に
つ
い
て
案
内
し
た
。

十
一
月
十
九
日
の
参
議
院
文
教
科

学
委
員
会
に
触
れ
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
に
お
け
る
記
述
式
問
題

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

と
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。
想
定

さ
れ
て
い
る
採
点
者
に
つ
い
て
൷

൑
が
あ
る
が
、
୭
な
ら
適
任
な
の

か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
「
様
々
議
࿦
は
あ
る

が
、
我
々
私
立
中
高
は
こ
の
国
の

未
来
の
た
め
、
子
供
達
の
将
来
を

見
ਾ
え
た
よ
り
良
い
教
育
を
実
践

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
中
等

教
育
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

の
活
用
方
針
を
公
表
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

続
け
て
、
義
本
理
事
が
英
語
成

績
提
供
シ
ス
テ
ム
の
実
施
延
期
に

つ
い
て
௠
ँ
す
る
と
と
も
に
、
共

通
Ｉ
̙
発
行
を
申
し
込
ん
だ
方
へ

の
今
後
の
対
応
、
令
和
三
年
度
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
問
題
作
成

方
針
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
の
報
告
・
৹
議
で
は
、

福
島
事
務
局
長
が
来
年
度
の
私
学

振
興
全
国
大
会
の
開
催
日
に
つ
い

て
、「
会
場
の
予
約
が
೉
し
く
、

十
一
月
四
日
（
水
）
か
十
一
月
十

開
催
が
決
ま
り
、
萩
生
田
文
部
科

学
大
臣
が
ܽ
席
と
な
っ
た
こ
と
、

自
民
党
ऺ
議
院
議
員
の
出
席
が
当

初
の
想
定
よ
り
減
গ
す
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
令
和
二
年
度
私
学
関

係
政
府
予
算
（
案
）
の
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ѫ
ࡰ
に
立
っ
た
吉
田
会
長
は
、

参
考
人
と
し
て
ট
க
さ
れ
て
い
る

も
案
内
す
る
」
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
ഢ
井
高
等
教
育
局
長
が

英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
の
実
施

延
期
に
つ
い
て
、「
準
備
を
進
め

て
き
た
高
校
関
係
者
お
よ
び
受
験

の
当
事
者
で
あ
る
高
校
生
に
多
大

な
໎
࿭
を
か
け
た
」
と
௠
ँ
し
た

ほ
か
、
今
後
一
年
を
か
け
、
大
学

入
試
に
お
い
て
英
語
四
技
能
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
が
適
切
な

の
か
を
議
࿦
し
、
結
࿦
を
出
す
と

説
明
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
各
大
学

に
は
、十
二
月
十
三
日
を
目
్
に
、

来
年
度
入
試
で
の
英
語
民
間
試
験

第
十
六
回
常
任
理
事
会
と
理
事
・

監
事
・
評
議
員
・
事
務
局

長
会
議
を
東
京
・
ߓ
区
ࣳ

公
園
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
開
催
し
た
。
福
島

事
務
局
長
が
、
同
日
開
催

の「
私
学
振
興
全
国
大
会
」

へ
の
国
会
議
員
の
出
ܽ
状

況
に
つ
い
て
、
急
ᬎ
、
ऺ

議
院
文
部
科
学
委
員
会
の

　

本
連
合
会
は
十
一
月
十
三
日
、

の
改
正
内
容
に
つ
い
て
ෆ
明
な
点

が
多
い
一
方
、
都
道
府
県
私
学
主

؅
課
へ
の
提
出
期
限
も
ഭ
っ
て
い

る
」と
の
意
見
が
あ
り
、松
坂
課
長

は「
都
道
府
県
私
学
主
؅
課
に
は
、

寄
付
行
為
改
正
ྫ
な
ど
の
資
料
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
行
為

の
改
正
が
や
Ή
を
ಘ
ず
四
月
以
߱

に
な
る
場
合
の
取
ѻ
い
に
つ
い
て

た
来
年
度
の
政
府
予
算
案
の
う
ち

私
立
高
校
等
就
学
支
援
金
制
度
に

つ
い
て
は
「
支
援
金
額
が
私
立
高

校
の
平
均
授
業
料
を
勘
案
し
た
水

準
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し

に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
専

߈
科
生
徒
へ
の
就
学
支
援
金
制
度

の
創
設
で
は
、
支
援
が
年
収
三
百

八
十
万
円
未
満
世
帯
に
限
定
さ
れ

ෆ
満
の
࢒
る
結
果
に
な
っ
た
」
と

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
文
科
省
の
松
坂
ߒ

史
・
私
学
部
私
学
行
政
課
長
か
ら

私
立
学
校
法
の
一
部
改
正
等
に
つ

い
て
、ഢ
井
美
ಙ
・
高
等
教
育
局

長
及
び
義
本
ത
司
・
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
理
事
か
ら
「
大
学
入
試
英

語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」
の
実
施

延
期
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
松
坂
私
学
行
政
課
長
が
、

令
和
二
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
る

私
立
学
校
法
の
一
部
改
正
の
概
要

と
、
そ
れ
に
൐
う
寄
附
行
為
の
改

正
内
容
に
つ
い
て
説
明
。
出
席
し

た
常
任
理
事
か
ら
は
「
寄
附
行
為

　

本
連
合
会
は
十
二
月
十
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

七
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

吉
田
会
長
は
、
๯
಄
、
今
年
度

の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
「
政
府

は
、
全
小
中
学
生
に
一
人
一
台
の

パ
ι
ί
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
୺
຤
を

整
備
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
推

進
す
る
̜
Ｉ
̜
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
関
連
予
算
も
十
分
に
確
保
さ
れ

る
見
通
し
だ
」
と
報
告
し
た
。
ま

英
語
民
ؒ
ࢼ
ݧ

ಋ
ೖ
の
ݟ
௚
͠

ഢ
井
高
等
教
育
ہ
長
ら
આ
明

第
�7
回
ৗ
任
理
事
会
を
開
催

私
学
振
興
全
国
大
会
の
௚
લ
に
、
ৗ
任
理
事
会

理
事
・
؂
事
・
ධ
議
һ
・
事
຿
ہ
長
会
議
開
͘

大
会
の
ӡ
Ӧ
ํ
๏
ͳ
Ͳ
આ
明

ഢҪߴ౳ڭҭہ௕ʢࠨ୺ʣͱٛຊ
େֶೖࢼηϯλʔཧࣄʢӈ୺ʣ দߦֶࢲࡔ੓՝௕

͍͋ͭ͞する٢ా会௕
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間
試
験
の
活
用
は
見
送
ら
れ
た

が
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
は

十
一
月
一
日
付
け
の
ί
ϝ
ン
ト

で
、「
英
語
四
技
能
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
身
に
付
け
、
伸
ば
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

中
で
、
英
語
に
よ
る
ί
ϛ
ュ
ニ

έ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
」
と

述
べ
て
い
る
。
我
々
私
学
は
、
保

護
者
の
皆
様
の
期
待
を
し
っ
か
り

と
受
け
ࢭ
め
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
要
と
な
る
教
育
を
実
践

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
我
が
国
は
গ
子

高
ྸ
化
等
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
社
会

構
造
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い

て
英
語
民
間
試
験
の
活
用
が
見
送

ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
࢒
念
で
あ

る
。
英
語
民
間
試
験
の
活
用
方
針

は
、「
日
本
人
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
ಊ
々
と
活
躍
す
る
た
め
に
は

英
語
四
技
能
が
ツ
ー
ル
と
し
て
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
議
࿦
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
英
語
民

る
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

支
え
て
い
く
人
材
の
育
成
が
ٻ
め

ら
れ
て
お
り
、
未
来
を
担
う
子
供

達
へ
の
教
育
の
充
実
は
益
々
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
は
や
教

育
へ
の
౤
資
は
我
が
国
の
将
来
を

ࠨ
ӈ
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

私
学
は
先
駆
的
な
教
育
や
新
し

い
時
代
に
相
応
し
い
多
छ
多
様
な

教
育
の
実
践
を
通
じ
て
、
我
が
国

の
公
教
育
の
発
展
に
大
き
く
寄
༩

し
て
き
た
。
一
方
、
私
学
が
༏
れ

た
人
材
の
育
成
を
通
じ
、
社
会
に

ߩ
ݙ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営

基
盤
の
安
定
に
資
す
る
私
学
助
成

の
充
実
と
と
も
に
、
保
護
者
が
負

担
し
て
い
る
授
業
料
等
へ
の
支
援

の
拡
充
が
ෆ
可
ܽ
で
あ
る
。

　

日
本
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
た
め
、
私
学
は
こ
れ
か
ら
も
ྭ

ん
で
い
く
の
で
、
国
会
議
員
の
先

生
方
に
は
、是
非
と
も
私
学
助
成
、

そ
し
て
支
援
金
等
の
様
々
な
方
策

に
よ
り
、
私
学
教
育
の
更
な
る
充

実
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
「
私
立
学
校
振
興
助
成
法
」
は

昭
和
五
十
年
に
成
立
し
た
議
員
立

法
で
あ
り
、
こ
の
井
戸
を
۷
っ
た

の
は
自
民
党
の
先
生
方
で
あ
る
。

そ
の
お
か
げ
で
私
学
は
今
、
自
由

な
教
育
を
行
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
の
原
点
を
๨
れ
な
い
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。「
私
立
学
校
振

興
助
成
法
」
に
は
教
育
৚
件
の
ҡ

持
及
び
向
上
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
、
私
学
経
営
の
健
全

性
の
向
上
と
い
う
三
つ
の
目
的
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
料
が
無

償
化
さ
れ
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
た
と
し
て
も
「
私

立
学
校
振
興
助
成
法
」
全
体
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
私
学
の
運
営
は
、
授
業
料

収
入
だ
け
で
な
く
、
学
校
に
対
す

る
助
成
金
を
確
保
し
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
。
ま
た
、
我
々
の
役

割
は
、
子
供
達
を
力
強
く
育
て
る

こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
ࠔ
೉
に

ૺ
۰
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
身

の
力
で
そ
れ
を
৐
り
越
え
て
い
け

る
よ
う
教
育
を
行
っ
て
い
く
。
私

学
は
い
た
だ
い
た
助
成
金
を
間
違

い
な
く
良
い
教
育
と
い
う
形
で
ؐ

元
す
る
。
私
学
無
く
し
て
日
本
の

教
育
は
क
れ
な
い
。
皆
さ
ん
と
と

も
に
私
学
を
、
日
本
の
教
育
を

क
っ
て
い
き
た
い
。

健
全
な
学
校
教
育
が
ҡ
持
さ
れ
発

展
し
て
き
た
。
一
方
で
、
私
学
は

我
が
国
の
公
教
育
の
一
翼
を
担
う

大
き
な
ଘ
在
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
保
護
者
負
担
は
公
立
学
校
に

比
べ
依
然
と
し
て
重
く
、
教
育
環

境
の
整
備
に
充
て
ら
れ
る
公
的
支

援
は
今
な
お
௿
い
水
準
に
ࢭ
ま
っ

て
い
る
。

　

我
が
国
の
将
来
を
担
う
私
学
で

学
ぶ
子
供
た
ち
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
対
応
し
た
質
の
高
い
教
育

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
教

育
環
境
の
整
備
推
進
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

私
学
助
成
の
拡
充
が
ෆ
可
ܽ
で
あ

る
。

　

ま
た
、
国
が
私
立
高
校
授
業
料

の
実
質
無
償
化
を
掲
げ
、
公
私
間

格
差
の
是
正
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
是
非
と
も

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
供

達
が
家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら

ず
自
由
に
学
校
બ
択
が
出
来
る
よ

う
、
令
和
二
年
度
の
予
算
ฤ
成
に

当
た
り
、
ご
理
解
と
お
力
ఴ
え
を

お
願
い
し
た
い
。

　

我
が
国
で
は
、
国
公
私
立
学
校

が
そ
れ
ͧ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
多
様
で

　

本
連
合
会
は
、
十
一
月
十
三
日
、
東
京
・
ߓ
区
ࣳ
公
園
の
ϝ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
日
本
私
立
小
学
校

連
合
会
、
日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
と
と
も
に
、
令
和
元
年
度
「
私
学
振

興
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
千
六
百
名
を
超
え
る
私
立
学
校
関
係
者
、保
護
者
が
出
席
し
、

༩
党
・
自
由
民
主
党
の
؛
田
文
༤
政
務
調
査
会
長
や
文
教
関
係
国
会
議
員
、
文
部
科
学
省
の
副
大
臣
ら

に
令
和
二
年
度
私
立
学
校
関
係
政
府
予
算
の
大
෯
拡
充
や
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減
な
ど
を
要
請
し

た
。
そ
の
ほ
か
、「
保
護
者
の
願
い
」
を
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
に
、「
決
議
」
を
上
野
通
子
文
部
科

学
副
大
臣
に
手
交
し
た
。

令
和
元
年
度
私
学
振
興
全
国
大
会
を
開
催

私
ཱ
学
校
ؔ
܎
者
、
อ
ޢ
者
ら
１
̒
̌
̌
ਓ
が
ग़
੮

ओ
࠵
者
代
ද
挨
拶

会
長
ɹ
吉
田　

৾

日
本
私
立
த
学
ߴ
౳
学
校

連
合
会

ཁ
ɹ
ɹ
੥

副
会
長
ɹ
ۙ
藤　

জ
࿠

日
本
私
立
த
学
ߴ
౳
学
校

連
合
会

会
長
ɹ
໳
ၚ　

ӳ
࣊

日
本
私
立
খ
学
校
த
学
校

ߴ
౳
学
校
保
護
者
会
連
合
会
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私
立
高
等
学
校
等
は
、
建
学
の

精
神
の
下
、
常
に
時
代
の
進
展
と

社
会
の
要
請
に
応
じ
た
特
色
あ
る

教
育
を
展
開
し
、
我
が
国
の
公
教

育
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
き

た
。
一
方
で
、
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
新
時
代
に
相
応
し
い
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
環
境
の
整

備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
整
備
に
は
莫
大
な
経
費
が
必

要
と
な
る
が
、
各
校
と
も
様
々
な

自
助
努
力
を
続
け
て
お
り
、
新
た

な
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
は
学
校

経
営
上
、
限
界
と
も
言
え
る
。
国

は
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
整

備
促
進
と
保
護
者
の
教
育
費
負
担

軽
減
の
た
め
、
経
常
費
助
成
費
等

補
助
、
施
設
設
備
整
備
費
補
助
の

拡
充
や
授
業
料
軽
減
等
へ
の
支
援

の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
公

教
育
に
お
け
る
公
私
間
格
差
是
正

の
実
現
を
期
し
て
こ
こ
に
決
議
す

る
。

　

私
た
ち
保
護
者
は
、
子
供
た
ち

が
立
派
に
成
長
し
、
将
来
、
社
会

の
担
い
手
と
な
り
活
躍
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
を
育

て
る
責
任
は
ま
ず
は
私
た
ち
保
護

者
に
あ
る
が
、
子
供
た
ち
の
教
育

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
学
校
と

保
護
者
、
そ
し
て
国
の
責
任
で
あ

る
。
子
供
た
ち
が
安
全
で
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
私

立
学
校
の
耐
震
化
の
早
期
完
了
や

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
教
育
の

施
設
・
設
備
の
支
援
拡
充
、
更
に

は
、
国
の
進
め
る
「
私
立
高
等
学

校
の
授
業
料
の
実
質
無
償
化
」
及

び
私
立
小
中
学
校
等
の
児
童
生
徒

　

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、

そ
し
て
子
供
た
ち
の
未
来
が
輝
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

日
本
の
力
の
源
は
人
で
あ
り
、

人
づ
く
り
は
良
き
教
育
か
ら
始
ま

る
。
豊
か
な
人
間
力
を
持
っ
た
子

供
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
私
学
振

　

共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
英
語
民

間
試
験
の
導
入
見
送
り
に
つ
い
て

は
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
文
科
省
と
し
て
は
、
英
語
四

技
能
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の

が
適
切
な
の
か
、
関
係
者
か
ら
意

見
を
聞
き
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
私
学
の
建
学
の
精
神

に
基
づ
く
個
性
豊
か
で
多
様
な
教

育
は
社
会
的
に
益
々
期
待
さ
れ
て

い
る
。
文
科
省
で
は
、
引
き
続
き

私
学
助
成
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

私
学
は
有
為
な
人
材
を
数
多
く

輩
出
し
て
お
り
、
自
民
党
は
こ
れ

ま
で
一
貫
し
て
私
学
振
興
の
立
場

を
貫
い
て
き
た
。
昭
和
五
十
年
に

は
議
員
立
法
で
「
私
立
学
校
振
興

助
成
法
」
を
成
立
さ
せ
、
第
一
次

安
倍
内
閣
で
は
「
教
育
基
本
法
」

を
改
正
し
、
私
学
振
興
を
し
っ
か

り
と
明
記
し
た
。
令
和
の
時
代
も

引
き
続
き
、
私
学
の
更
な
る
発
展

の
た
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
民
党
政
務
調
査
会
長

衆
議
院
議
員 

岸
田　

文
雄
氏

来
賓
挨
拶

　

共
通
テ
ス
ト
で
英
語
民
間
試
験

の
活
用
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
私
か
ら
も
お
詫
び
申
し

上
げ
る
。
自
民
党
の
文
部
科
学
部

会
で
は
、
英
語
民
間
試
験
を
活
用

す
る
大
学
、
ま
た
経
済
的
支
援
が

必
要
な
受
験
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
一
人
一

人
に
チ
ャ
ン
ス
と
可
能
性
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
日
本
の
未
来
を
決

め
る
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
今
後

も
私
学
教
育
の
充
実
の
た
め
努
め

て
参
り
た
い
。

　

日
本
の
教
育
は
私
学
な
く
し
て

成
り
立
た
な
い
。
私
学
が
新
し
い

時
代
に
相
応
し
い
教
育
が
出
来
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い

く
。

　

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
皆
様
と

共
に
新
た
な
時
代
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
を
お
誓
い
す
る
。

　

文
部
科
学
副
大
臣
と
し
て
で
は

な
く
、
自
民
党
の
国
会
議
員
の
一

人
と
し
て
政
務
調
査
会
長
に
決
議

文
を
お
渡
し
し
、
子
供
た
ち
が
夢

を
持
て
る
教
育
環
境
を
整
備
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

に
対
す
る
授
業
料
減
免
支
援
の
実

現
、
拡
充
が
図
ら
れ
る
よ
う
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

保
護
者
の
教
育
費
負
担
ゼ
ロ
に

向
け
た
動
き
が
よ
う
や
く
見
え
て

来
た
が
、
公
私
間
格
差
は
依
然
と

し
て
大
き
い
。
こ
の
解
消
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

文
部
科
学
副
大
臣

衆
議
院
議
員 

亀
岡　

偉
民
氏

決
議
採
択

保
護
者
の
願
い

自
民
党
選
挙
対
策
委
員
長

・
元
文
部
科
学
大
臣

衆
議
院
議
員 

下
村　

博
文
氏

自
民
党
総
務
会
総
務
・
元
幹
事
長

衆
議
院
議
員 

石
原　

伸
晃
氏

自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
長
代
行

参
議
院
議
員 

山
谷　

え
り
子
氏

法
務
副
大
臣

衆
議
院
議
員 

義
家　

弘
介
氏

元
内
閣
府
副
大
臣

衆
議
院
議
員 

松
本　

文
明
氏

文
部
科
学
副
大
臣

参
議
院
議
員 

上
野　

通
子
氏

内
閣
府
大
臣
政
務
官

参
議
院
議
員 

今
井　

絵
理
子
氏

令
和
元
年
度
私
学
振
興

全
国
大
会

興
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。
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か
っ
た
計
画
進
学
率
が
九
五
％
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
背
景
に
は

広
域
通
信
制
高
校
へ
の
進
学
者
数

の
急
増
が
あ
る
と
報
告
し
た
。

　

長
塚
委
員
長
は
総
括
と
し
て
、

公
立
中
学
校
の
全
国
募
集
に
つ
い

て
、「
鹿
児
島
県
立
楠
隼
中
学
校

が
先
駆
け
と
な
り
、
現
在
、
秋
田

県
と
新
潟
県
に
も
飛
び
火
し
て
し

ま
っ
た
」
と
警
戒
感
を
示
し
た
ほ

か
、
公
立
中
学
校
に
お
け
る
適
性

検
査
に
つ
い
て
は
「
今
後
、
学
力

検
査
と
の
違
い
を
き
ち
ん
と
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
」と
強
調
し
た
。

な
い
ま
ま
公
立
中
高
一
貫
校
の
増

設
が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
告
。
中

国
地
区
・
岡
山
県
私
学
協
会
の
金

光
道
晴
会
長
は
、
私
学
人
気
は
高

ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
山
間
地

域
の
私
学
で
は
生
徒
募
集
に
苦
労

し
て
お
り
、
一
方
で
、
公
立
高
校

も
危
機
感
を
強
め
全
国
募
集
を

行
っ
て
い
る
が
、
十
分
な
成
果
は

上
が
っ
て
い
な
い
と
報
告
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
東
京
地
区
・
一
般
財

団
法
人
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
の
長
塚
副
会
長
が
、
東
京
都

で
は
二
十
年
以
上
見
直
さ
れ
な

実
質
無
償
化
策
に
つ
い
て
、
年
収

約
五
百
九
十
万
円
未
満
世
帯
の
生

徒
を
対
象
に
、
支
給
上
限
額
が
年

額
三
十
九
万
六
千
円
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
区
代
表
都
道
府

県
か
ら
の
情
勢
報
告
・
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
関
東
地
区
・

茨
城
県
私
学
協
会
の
鈴
木
康
之
会

長
が
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
知
事
が

代
わ
り
、
経
常
費
補
助
金
の
基
準

見
直
し
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域

ニ
ー
ズ
や
私
学
を
十
分
に
考
慮
し

　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
た
大
学
入
試
に
お
け

る
英
語
民
間
試
験
活
用
の
た
め
の

「
大
学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
、
萩
生
田
文
部

科
学
大
臣
は
十
一
月
一
日
に
見
送

り
の
方
針
を
発
表
し
た
。
続
い
て

十
二
月
十
七
日
に
は
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
に
お
け
る
記
述
式
問
題

に
つ
い
て
も
導
入
を
見
送
る
こ
と

を
表
明
し
た
。
期
待
さ
れ
た
高
大

接
続
改
革
に
お
け
る
大
学
入
試
改

革
が
ふ
り
だ
し
に
戻
る
形
と
な
っ

た
が
、
文
科
省
は
十
二
月
二
十
七

日
、
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
四

技
能
の
評
価
や
記
述
式
問
題
の
出

題
を
含
め
た
大
学
入
試
の
あ
り
方

を
話
し
合
う
検
討
会
議
を
設
置
す

る
と
公
表
し
、
二
〇
二
〇
年
一
月

十
五
日
に
初
会
合
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。検
討
事
項
は
、①
英

語
四
技
能
評
価
の
あ
り
方
、
②
記

述
式
問
題
の
出
題
の
あ
り
方
、
③

経
済
的
な
状
況
や
居
住
地
域
、
障

害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
安

心
し
て
試
験
を
受
け
ら
れ
る
配

慮
、
④
そ
の
他
大
学
入
試
の
望
ま

し
い
あ
り
方
―
の
四
点
。
検
討
期

間
は
一
年
。
委
員
は
大
学
教
授
ら

の
有
識
者
委
員
が
十
一
人
、
団
体

代
表
委
員
は
本
連
合
会
の
吉
田
会

長
を
含
め
て
七
人
、
そ
れ
に
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
の
山
本
理
事
長
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
す
る
。
座

長
は
三
島
良
直
・
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
・
前
学
長
が
務
め
る
。

方
針
を
後
ろ
盾
に
、
令
和
二
年
度

募
集
に
お
い
て
、
前
年
度
よ
り
十

五
校
多
い
、
三
十
一
道
県
・
二
百

二
十
三
校
で
全
国
募
集
が
行
わ
れ

る
と
報
告
し
た
。

　

な
お
、
同
中
間
報
告
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
数
値
を
確
定
さ
せ
、

令
和
二
年
二
月
に
最
終
報
告
と
し

て
各
都
道
府
県
私
学
協
会
に
送
付

す
る
予
定
だ
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

吉
田
会
長
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
に
つ
い
て
、
英
語
民
間
検
定

試
験
に
続
き
、
国
語
・
数
学
の
記

述
式
問
題
の
導
入
も
見
送
り
が
決

ま
っ
た
こ
と
や
、
令
和
二
年
四
月

か
ら
の
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の

こ
と
、
公
立
中
高
一
貫
校
の
設
置

が
再
び
増
加
し
て
お
り
、
茨
城
県

で
は
今
後
、
十
校
の
設
置
が
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。
ま
た
、
公
立
の
高
校
・
中
高

一
貫
校
の
全
国
募
集
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
地
方
創
生
と
い
う
大

　

政
府
は
令
和
元
年
十
一
月
三
日

付
で
令
和
元
年
秋
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
を
発
令
し
た
。
私
立
中
学
高

校
関
係
の
受
章
者
は
次
の
各
氏
。

　
【
叙
勲
】（
旭
日
中
綬
章
）
▽
岩

野
茂
道
・
元
熊
本
学
園
理
事
長
、

（
旭
日
双
光
章
）
▽
小
野
裕
弘
・

誠
恵
学
院
理
事
長
、（
瑞
宝
小
綬

章
）
▽
高
月
賢
太
郎
・
元
倉
敷
翠

松
高
等
学
校
校
長
、（
瑞
宝
双
光

章
）
▽
中
西
正
・
元
金
光
八
尾
中

学
高
等
学
校
校
長

　
【
褒
章
】（
藍
綬
褒
章
）
▽
野
田

賢
治
・
浪
商
学
園
理
事
長
▽
田
所

正
清
・
専
修
学
園
理
事
長

　

本
連
合
会
は
十
二
月
十
七
日
、

東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で

「
令
和
元
年
度
全
国
生
徒
収
容
対

策
会
議
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
日

は
本
連
合
会
の
調
査
研
究
部
会
・

生
徒
収
容
委
員
会
の
委
員
（
委
員

長
＝
長
塚
篤
夫
順
天
中
学
高
等
学

校
長
）、
各
都
道
府
県
の
私
学
協

会
長
・
生
徒
収
容
対
策
委
員
長
・

事
務
局
長
ら
約
六
十
人
が
出
席
し

た
。
会
議
で
は
、
福
島
事
務
局
長

が
「
令
和
元
年
度
公
私
立
高
等
学

校
協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査
報
告
（
中
間
報
告
）」
に
つ
い

て
、
公
私
協
の
開
催
状
況
は
停
滞

傾
向
で
、
私
学
協
会
で
は
公
立
高

校
の
二
次
募
集
を
懸
念
し
て
い
る

令和元年度全国生徒収容対策会議

大
学
入
試
改
革
で
新
検
討
会
議
発
足
吉
田
本
連
合
会

会
長
も
委
員
に

岩
野
・
元
熊
本
学
園

理
事
長
ら
が
受
章

ळ ͷ ঀ ܄
ɾ๙ষൃྩ

શࠃੜెऩ༰
ରࡦձٞ։͘

３
地
区
・

都
県
か
ら

を
め
ぐ
る

生
徒
募
集　

情
勢
を
報
告

に
関
す
る

公
私
協　

諸
問
題
の
調
査
中
間
報
告
も

和
歌
山
高
等
学
校
野
球
部
名
誉
監

督
が
「『
育
て
つ
つ
・
育
て
ら
れ
』
人
を
育
て
る
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
っ
た
。
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引
き
上
げ
ら
れ
る
方
向
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
県
が
独
自
で
行
っ
て

き
た
減
免
措
置
が
カ
バ
ー
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
是
非
そ
の
部
分

の
予
算
を
耐
震
化
の
た
め
の
補
助

等
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」
と
訴
え

た
。
大
会
で
は
「
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
学
校
及
び
生
徒

に
対
す
る
充
分
な
支
援
の
要
請
」

「
私
学
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
及
び
充
実
強
化
の
推
進
」

な
ど
五
点
を
決
議
し
た
。

　

宮
城
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
（
松
良
千　

会
長
＝
常
盤
木

学
園
理
事
長
）
と
宮
城
県
私
立
小

中
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会

（
門
傳
英
慈
会
長
）
は
令
和
元
年

十
月
二
十
三
日
、
仙
台
市
・
電
力

ホ
ー
ル
で
「
第
四
十
二
回
宮
城
県

私
学
振
興
大
会
」
を
開
催
し
た
。

松
良
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
高
等

学
校
就
学
支
援
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
支
給
額
が
私
立
高
校
の
平
均

授
業
料
を
勘
案
し
た
水
準
に
ま
で

　

文
部
科
学
省
は
十
二
月
二
十
五

日
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
改
修

状
況
調
査
結
果
の
概
要
を
公
表
し

た
。
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現

在
で
調
査
し
た
も
の
で
、
仮
設
・

賃
貸
物
件
を
除
い
た
二
階
建
て
以

上
ま
た
は
延
べ
床
面
積
が
二
百
㎡

以
上
の
校
舎
、
屋
内
運
動
場
、
寄

宿
舎
（
い
ず
れ
も
非
木
造
の
も
の

に
限
る
）
が
集
計
対
象
。
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
私
立
中
学
校
施

設
の
耐
震
化
率
は
前
年
調
査
と

比
べ
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

九
七
・
四
％
。
私
立
高
校
の
耐
震

化
率
は
前
年
よ
り
一
・
三
ポ
イ
ン

ト
増
え
九
〇
・
一
％
だ
っ
た
。
中

学
・
高
校
に
小
学
校
、
中
等
教
育

学
校
、
特
別
支
援
学
校
を
加
え
た

都
道
府
県
別
の
私
立
学
校
施
設
の

耐
震
改
修
状
況
で
は
、
秋
田
、
埼

玉
、
鳥
取
、佐
賀
、大
分
の
五
県
で

既
に
耐
震
化
率
一
〇
〇
％
を
達

成
。加
え
て
福
井
、愛
媛
の
二
県
で

耐
震
改
修
の
前
提
と
な
る
耐
震
診

断
実
施
率
が
一
〇
〇
％
だ
っ
た
。

　

非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
及
び

耐
震
対
策
の
状
況
に
関
し
て
は
、

対
策
が
未
実
施
の
吊
り
天
井
を
有

す
る
屋
内
運
動
場
等
が
私
立
中
学

校
で
七
十
二
棟
、
私
立
高
校
で

五
百
三
十
二
棟
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
他
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
点

検
・
耐
震
対
策
の
実
施
率
は
私
立

中
学
校
で
三
七
・
四
％
、
私
立
高

校
で
三
七
・
九
％
だ
っ
た
。

各
地
で
私
学
振
興
大
会
を
開
催

会
を
仙
台
市
で
開
催

第
42
回
私
学
振
興
大

ɹ৓ٶ

　

愛
媛
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
（
中
村
道
郎
会
長
＝
愛
光
中

学
高
等
学
校
長
）
と
愛
媛
県
私
立

中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会

（
宮
内
隆
会
長
）
は
令
和
元
年
十

月
五
日
、
松
山
市
・
国
際
ホ
テ
ル

松
山
で
「
第
八
回
愛
媛
県
私
学
振

興
大
会
」
を
開
催
し
た
。
中
村
会

長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
経
常
費
補

助
金
に
つ
い
て
触
れ
、「
私
立
学

校
と
国
公
立
学
校
と
で
は
、
生
徒

一
人
当
た
り
の
補
助
額
に
お
い
て

ま
だ
差
が
あ
る
。
こ
の
格
差
是
正

に
向
け
て
、
国
や
県
の
関
係
各
位

に
さ
ら
な
る
お
願
い
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。
ま

た
「
保
護
者
の
願
い
」
で
は
、
保

護
者
を
代
表
し
て
平
井
紀
子
さ
ん

が
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

支
給
額
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
経

済
的
な
問
題
で
進
路
実
現
が
妨
げ

ら
れ
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の
公

的
援
助
を
お
願
い
す
る
」
と
訴
え

た
。

間
格
差
是
正
を
要
望

中
村
会
長
、
国
公
私

Ѫɹඤ

　

公
益
社
団
法
人
山
形
県
私
立
学

校
総
連
合
会
、
山
形
県
私
立
中
学

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
三

団
体
は
令
和
元
年
九
月
二
十
九

日
、
山
形
市
・
山
形
県
県
民
会
館

で
「
第
五
十
八
回
山
形
県
私
学
大

会
」
を
開
催
し
た
。
私
立
学
校
総

連
合
会
の
九
里
葊
志
会
長
（
九
里

学
園
理
事
長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
来
賓
の
吉
村
美
栄
子
・
山

形
県
知
事
が
「
授
業
料
軽
減
補
助

や
耐
震
化
促
進
の
た
め
の
補
助
拡

充
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
今
後
と
も
で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
大
会
で

私
学
へ
の
支
援
約
束

吉
村
知
事
が
今
後
も

ܗɹࢁ

　

和
歌
山
県
私
立
学
校
連
合
会

（
藤
田
清
司
会
長
＝
智
辯
学
園
理

事
長
）
は
令
和
元
年
九
月
二
十
五

日
、
和
歌
山
市
・
和
歌
山
県
民
文

化
会
館
で
「
第
五
十
三
回
和
歌
山

県
私
立
学
校
振
興
大
会
」
を
開
催

し
た
。
あ
い
さ
つ
で
藤
田
会
長
は

「
異
な
る
個
性
を
持
つ
子
供
た
ち

が
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
学
び

の
場
が
必
要
だ
。
そ
の
意
味
で
も

私
立
学
校
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
く
と
考

え
る
」
と
話
し
、
来
賓
の
仁
坂
吉

伸
・
和
歌
山
県
知
事
は
「
和
歌
山

県
の
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健

全
育
成
に
尽
力
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。
大
会
で
は
教
育
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
な
ど
三
点
を
決
議

し
た
。
ま
た
髙
嶋
仁
・
智
辯
学
園

役
割
の
重
要
性
強
調

藤
田
会
長
が
私
学
の

࿨Վࢁ

中
学
校
97
・
４
％
、高
校
90
・
１
％
に

私
立
学
校
の

施
設
耐
震
化
率

は
、
県
当
局
並
び
に
議
会
等
に
対

し
、「
経
常
費
補
助
の
充
実
」、「
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め

の
就
学
支
援
金
等
の
一
層
の
拡

充
」、「
継
続
的
な
耐
震
化
支
援
」

等
へ
の
一
層
の
支
援
を
期
待
す
る

と
し
た
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

和
歌
山
高
等
学
校
野
球
部
名
誉
監

督
が
「『
育
て
つ
つ
・
育
て
ら
れ
』
人
を
育
て
る
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
っ
た
。
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研
究
・
研
修
統
轄
会
議
が
11
月

12
日
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
事
業

の
総
括
及
び
経
過
報
告
が
承
認
さ

れ
た
。
一
般
・
全
国
・
特
別
研
修

東
日
本
の
参
加
者
数
は
定
員
を
超

え
、初
任
者
地
区
／
全
国
・
中
堅
教

員
研
修
、
免
許
状
更
新
講
習
東
日

本
は
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
参
加
者
・
受
講
者
の
満

足
度
は
高
い
。
３
月
の
委
託
研
究

員
研
究
成
果
報
告
会
は
教
員
の
校

外
研
修
と
し
て
活
用
を
促
す
。

　

次
年
度
は
、
初
任
研
地
区
研
修

を
除
く
夏
季
研
修
会
・
講
習
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
期
間
に
開
催
し

な
い
こ
と
、
初
任
研
全
国
研
修
を

一
新
し
、
初
任
研
地
区
研
修
と
中

堅
教
員
研
修
を
つ
な
ぐ
「
若
手
教

員
研
修
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

　

改
組
後
10
年
と
な
る
一
般
研

修
、
英
語
４
技
能
に
対
応
す
る
特

別
研
修
は
、
内
容
の
精
査
・
改
善

を
図
る
方
向
で
、
次
回
当
会
議
に

お
い
て
次
年
度
事
業
の
基
本
方
針

を
策
定
す
る
。

日
私
教
研
だ
よ
り

　

11
月
８
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
・

ANA

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

神
戸
に
お
い
て
「
変
容
す
る
社
会

に
対
応
す
る
教
育
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
て
開

催
し
、
47
名
が
参
加
し
た
。

　

鶴
田
宏
樹
・
神
戸
大
学
准
教
授
、

祗
園
景
子
・
同
特
命
助
教
に
よ
る

基
調
講
演
「
課
題
解
決
・
価
値
創

造
の
『
考
え
方
の
考
え
方
』」
で
は
、

講
演
に
続
い
て
デ
ザ
イ
ン
思
考
を

体
験
し
た
。
本
間
達
朗
・
工
学
院

大
学
附
属
中
学
高
等
学
校
講
師
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
稲
垣

忠
・
東
北
学
院
大
学
教
授
考
案
の
、

ICT

を
用
い
た
探
究
型
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
ラ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
は
、
福
原
将
之
・
株
式

会
社FlipSilverlining

代
表
取

締
役
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
研
修

を
総
括
し
た
。
ま
た
意
見
交
換
会

で
は
参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
を

行
い
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
積
極
的
に
体
験
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
ん

で
お
り
、「
内
容
の
濃
い
研
修
会

だ
っ
た
」「
自
校
で
活
用
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

11
月
29
日
、
長
崎
県
長
崎
市
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て
「
日

本
の
教
育
を
牽
引
す
る
私
学
の
チ

カ
ラ
～
更
な
る
進
化
の
道
を
模
索

す
る
」
を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
て

開
催
し
、
43
名
が
参
加
し
た
。

　

午
前
は
近
藤
彰
郎
・
当
研
究
所

理
事
、吉
田
晋
・
当
研
究
所
理
事
長

に
よ
る
講
話
、
菅
沼
宏
比
古
・
学

校
法
人
西
海
学
園
理
事
長
に
よ
る

講
演
を
行
っ
た
。
パ
ワ
ー
ラ
ン
チ

を
挟
み
、
創
成
館
高
等
学
校
の
視

察
で
は
、
生
徒
の
活
動
や
教
職
員
・

生
徒
の
案
内
で
同
校
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
見
学
し
、
奥
田
修
史
・

同
校
理
事
長
・
校
長
に
よ
る
熱
の

こ
も
っ
た
講
演
の
後
、
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
参
加
者
が
情
報

を
交
換
す
る
と
と
も
に
交
流
を
深

め
た
。「
ト
ッ
プ
と
し
て
、
私
学
人

と
し
て
の
あ
り
方
を
勉
強
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

10
月
25
日
・
26
日
、
京
都
府
京

都
市
・
京
都
私
学
会
館
に
お
い
て

開
催
し
、
東
京
や
鹿
児
島
な
ど
全

国
各
地
か
ら
38
名
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

　

初
日
は
中
川
武
夫
・
当
研
究
所

所
長
に
よ
る
講
演
「
私
立
学
校
を

め
ぐ
る
教
育
界
の
最
新
動
向
」、

庭
井
史
絵
・
青
山
学
院
大
学
准
教

授
に
よ
る
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
探
究
学
習
に
お
け
る
学
校
図

書
館
の
役
割
―
学
び
方
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
―
」
を
行
っ

た
。
２
日
目
は
広
石
英
記
・
東
京

電
機
大
学
教
授
・
日
本PBL

研

究
所
理
事
に
よ
る
講
義
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「『
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
』
か
らPBL

へ
」、

菅
沼
宏
比
古
・
学
校
法
人
西
海
学

園
理
事
長
に
よ
る
講
義
「
私
学
人

と
し
て
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

先
進
的
・
実
践
的
な
学
び
を
体
験

し
、充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

○
英
語
教
育
改
革
特
別
部
会

 
（
西
日
本
エ
リ
ア
）

　

令
和
２
年
２
月
21
・
22
日
開
催

の
当
部
会
（
兵
庫
県
神
戸
市
・
灘

中
学
高
等
学
校
ほ
か
）
は
、
定
員

に
達
し
、申
込
受
付
を
終
了
し
た
。

○
委
託
研
究
員
研
究
成
果
報
告
会

　

令
和
２
年
３
月
14
・
21
日
、
東

京
都
千
代
田
区
・
主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
エ
フ
に
お
い
て
開
催
す
る
。
今

年
度
委
託
研
究
員
30
名
が
２
日
間

に
分
か
れ
て
、
１
年
間
の
研
究
成

果（「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
を
実
現
す
る
授
業
デ
ザ
イ
ン

を
中
心
と
し
た
研
究
）
を
報
告
す

る
。
入
退
室
自
由
、参
加
費
無
料
。

各
開
催
日
１
週
間
前
申
込
締
切
。

○
私
学
経
営
研
修
会

　

令
和
２
年
６
月
４
・
５
日
、
福

岡
県
福
岡
市
・
ホ
テ
ル
日
航
福
岡

に
お
い
て
開
催
す
る
。津
田
純
嗣
・

株
式
会
社
安
川
電
機
代
表
取
締
役

会
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
講
演
、

報
告
、
パ
ネ
ル
討
議
、
学
校
視
察

等
を
行
う
。
４
月
初
旬
募
集
開
始

予
定
。

○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

 

秋
田
大
会

　

令
和
２
年
10
月
22
・
23
日
、
秋

田
県
秋
田
市
・
秋
田
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
新
し
い
時
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
私
学
教
育
」。
鈴

木
典
比
古
・
公
立
大
学
法
人
国
際

教
養
大
学
理
事
長
・
学
長
に
よ
る

基
調
講
演
「2500

年
を
越
え
る

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
―
『
個
』

の
確
立
と
私
学
の
使
命
―
」
の
ほ

か
、
私
学
経
営
、
教
育
課
程
、
特

色
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
４

部
会
を
実
施
す
る
。
５
月
上
旬
募

集
開
始
予
定
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会

 

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

　

令
和
２
年
11
月
27
日
、
東
京
都

墨
田
区
・KFC Hall & Room

s

に
お
い
て
開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は

「
働
き
方
改
革
と
持
続
可
能
な
組

織
運
営
を
考
え
る
」。
専
門
家
・

私
学
関
係
者
に
よ
る
講
演
・
実
践

発
表
、
研
究
討
議
・
情
報
交
換
を

行
う
。４
月
初
旬
募
集
開
始
予
定
。

○
委
託
研
究
員
募
集

　

令
和
２
年
度
委
託
研
究
員
30
名

を
募
集
し
て
い
る
。「『
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
を
実
現
す

る
授
業
デ
ザ
イ
ン
」
を
中
心
に
私

学
教
育
に
資
す
る
研
究
テ
ー
マ
を

募
集
、
採
用
者
に
は
研
究
費
が
支

給
さ
れ
る
。委
託
期
間
は
１
年
間
。

２
月
15
日
申
込
締
切
。

第
20
回
研
究
・
研
修
統
轄
会
議
開
催

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・ICT

活
用
）

 

研
究
部
会
開
催

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会
開
催

初
任
者
研
修
全
国
研
修
会

（
西
日
本
）
開
催

冬
季
研
修
会
等
案
内

令
和
２
年
度
研
修
会
等
案
内

※ 

各
研
修
会
・
報
告
会
・
講
習

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時

日
私
教
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
る
実
施
案
内
等
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

講演をする菅沼宏比古氏




